
コラム
column

元
は
、
武
士

の
最
高
位
・

左
衛
門
尉
に

任
官
さ
れ

た
。
承
元
元

（
１
２
０
７
）

年
頃
、
70
歳

を
越
え
て
死

去
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い

る
。

　
な
お
遠
元
の
居
館
で
あ
る
足
立
氏

館
の
所
在
地
は
、
桶
川
市
末
広
や
、

さ
い
た
ま
市
植
田
谷
本
村
と
諸
説
が

あ
る
。
桶
川
市
の
館
跡
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
場
所
に
は
、
現
在
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
る（
写
真
２
）。
遠

元
は
足
立
郡
内
に
元も
と
春は
る
、
元も
と
重し
げ
、
遠と
お

継つ
ぐ
、
遠と
お
村む
ら
、
遠と
お
景か
げ
の
５
人
の
子
息
を

配
置
し
、
子
孫
が
代
々
そ
の
地
を
支

配
し
た
。
嫡
子（
家
督
を
継
ぐ
子
）元

春
は
遠
元
の
足
立
氏
館
に
居
住
し

た
。
そ
の
他
、
元
重
は
草
加
市
と
足

立
区
の
境
で
あ
る
淵
江
郷
を
開
発
し

て
淵
江
氏
を
、
遠
継
は
川
口
市
平
柳

を
開
発
し
て
平
柳
氏
を
、
遠
村
は
桶

川
市
川
田
谷
を
開
発
し
て
河
田
谷
氏

を
、
遠
景
は
市
内
畔
吉
地
域
を
開
発

し
て
畔
吉
氏
を
名
乗
っ
た
。
畔
吉
氏

館
は
、
小
敷
谷
大
石
南
中
学
校
の
西

通
Ⅰ
遺
跡
や
、
畔
吉
の
殿
山
城
跡
と

考
え
ら
れ
る
が
明
確
で
は
な
い
。
畔

吉
遠
景
の
子
・
遠
連
は
、
京
都
御
所

を
守
る
滝
口
武
士
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
遠
元
の
子
孫
は
丹
波
国（
兵
庫

県
）へ
と
移
住
し
、
戦
国
時
代
ま
で

活
躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
上
尾
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

加
藤
功
）

　
約
800
年
前
、
鎌
倉
時
代
の
上
尾
は

足
立
氏
一
族
が
支
配
し
て
い
た
。
足

立
氏
の
祖
・
遠
元
は
平
治
の
乱（
１
１

５
９
年
）で
源
義
朝
に
従
軍
し
功
績
を

挙
げ
、
馬
術
に
優
れ
た
武
士
で
あ
る

と『
平
治
物
語
』に
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』（
写
真
１
）に
よ
る
と
、

治じ
し
ょ
う承
四（
１
１
８
０
）年
10
月
２
日
、

伊
豆
国
で
挙
兵
し
た
源
頼
朝
を
武
蔵

国
隅
田
渡
し
で
迎
え
た
遠
元
は
、
同

８
日
、
頼
朝
よ
り
足
立
郡
郷（
旧
吹

上
町
か
ら
東
京
都
足
立
区
辺
り
）の

所
領
職
を
安
堵（
保
証
）さ
れ
た
。
参

陣
後
、
６
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。

　
頼
朝
が
挙
兵
以
前
、
後
白
河
院
の

近
臣
で
あ
る
藤
原
光み

つ

能よ
し

ら
は
、
当
時

全
盛
で
あ
っ
た
平
氏
打
倒
を
密
か
に

企
て
た
。
光
能
は
遠
元
の
娘
と
結
婚

し
て
姻
戚
関
係
を
結
び
、
平
清
盛
打

倒
の
院い
ん

宣ぜ
ん（
上
皇
や
法
皇
の
命
令
を

受
け
て
出
す
文
章
）を
作
成
し
て
、

遠
元
を
介
し
て
頼
朝
の
挙
兵
を
促
し

た
。
遠
元
は
光
能
か
ら
得
た
反
平
氏

勢
力
の
情
報
を
頼
朝
へ
提
供
し
、
頼

朝
挙
兵
の
影
の
功
労
者
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
わ
ず
か
６
日
後

に
所
領
職
が
安
堵
さ
れ
た
理
由
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
遠
元
は
、
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を

開
く
と
公
文
所
の
寄よ

り

人う
ど（
職
員
）に
任

命
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
文

武
両
道
の
武
士
像
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
文
治
五（
１
１
８

９
）年
７
月
、
奥
州
藤
原
氏
征
伐
に

従
軍
し
た
遠
元
一
族
は
、
故
郷
上
尾

を
通
過
す
る
鎌
倉
街
道
中
つ
道
を
意

気
揚
々
と
行
軍
し
た
で
あ
ろ
う
。
建

久
元（
１
１
９
０
）年
正
月
、
頼
朝
に

随
行
し
て
京
都
御
所
に
参
内
し
た
遠

　遠元の死後、弘安₈（1285）年の霜月騒動で
安達・足立氏一族が討たれると、足立郡郷
職は北条氏が継承するが、黄梅院文書によ
ると、応永₄（1397）年に淵江郷・植竹郷・
河田郷の所領を、足立大炊助が有していた
ことが分かっている。しかしその後、足立
郡から足立氏一族の消息は途絶えてしまう。
　兵庫県丹波市青垣町には「丹波足立氏系
図」（写真１）が伝来する。遠元の孫である遠
政は、承元₃（1209）年に丹波国佐治荘（旧青
垣町）を与えられ地頭として西遷し、山垣（萬

歳山）に城を築いて本拠地とする。丹波足立氏は、鎌倉、南北朝、室町、
戦国時代の厳しい約350年間を武家として生き抜くが、天正₇（1579）年、
秀吉の弟・羽柴秀長により萬歳山は落城し、ついに足立氏一族は帰農した。
　加古川の清流に育ま
れ、丹波あまごの里とし
て有名な丹波市青垣町に
は、全人口のうち約₄割
の3,300人が足立氏を祖先
に持ち、足立氏姓を名乗っ
て、足立氏の歴史と文化
を守っている。

中
世
の
上
尾

�
～
足
立
遠と

お
も
と元
と
そ
の
一
族
～

足立郡から消えた足立氏はどこへ

写真₁　『吾妻鏡』
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写真１　丹波足立氏系図

遺跡が語る上尾の歴史

写真₂　伝足立右馬允遠元館跡碑（桶川市） 
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